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【泉区】令和８年第２回区づくり推進横浜市会議員会議 議事録（メモ） 

 

開催日時 令和８年６月 11日 午後２時 00分 ～ 午後３時 20分 

場  所 泉区総合庁舎４階４ＡＢＣ会議室 

出 席 者 

【 座 長 】 

【議員：２人】 

【泉区：28 人】 

 

 

         

麓 理恵 議員 

梶村 充 議員、横山 勇太朗 議員 

藤岡 区長 

金子 副区長 

榎本 福祉保健センター長 

飛鳥田 福祉保健センター医務担当部長 

志熊 泉消防署長 

ほか関係職員 

議  題 

１ 令和８年度泉区運営方針について 

２ 令和８年度泉区個性ある区づくり推進費の執行計画について 

３ 横浜市都市計画マスタープラン地域別構想（区プラン）改定について 

４ 泉区内における主な事業箇所について 

 

発 言 の 

要  旨 

１ 令和８年度泉区運営方針について 

梶村議員：市民の実感というところを泉区ではどのような方針で確かめ

ていくのか。 

藤岡区長：横浜市全体で統一的なデータの取り方の方針が示され、それに

基づいて我々も動いていくかと思うが、市会でも議論があったように、

数多くの人の声を捉えていくための工夫や努力が必要である。地域の

皆様に中期計画をお知らせしていく中で、意見募集やアンケートにお

答えいただけるように、我々から積極的に発信していきたいと考えて

いる。 

梶村議員：泉区なりの課題がある。アンケートを実施する中で、泉区の課

題を把握できるようにしてほしい。例えば農業の後継者不足の問題や

農業専用地区の土地利用について区民の意見を聞いた方がよい。環状

４号線沿いのまちづくりについても区民の意見をアンケートで聞いて

ほしい。 

藤岡区長：区民へのアンケートはもちろん、マスタープランの改定にむけ

様式１ 
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ても丁寧に意見を取っていきたい。また、意見交換しながら区民の思い

を伺いたい。 

梶村議員：中期計画で「ダブルコア」のまちづくりという話が出ている。

都心部だけではなく郊外部でも取組を進めるという意気で、区民の意

見を聞きながらまちづくりを進めてほしい。 

 

２ 令和８年度泉区個性ある区づくり推進費の執行計画について 

梶村議員：19 ページの LED 防犯灯設置事業について、区がプッシュ型で

防犯灯設置を進めていくということだが、かなり広範囲にわたるので

はないか。 

金丸資源化推進担当課長：いわゆる暗がりは、区内で 197か所ある。それ

を可視化して該当の自治会や町内会の会長にマップを配布している。

197か所というのは理論上暗がりと思われる場所の数であるため、実態

を確認しつつ暗がりの解消をしていきたい。 

梶村議員：いずみ中央駅から見て南東方向に位置する道は暗く、地元町内

会が困っていた。電源のない場所かもしれないが、なんとか防犯灯をつ

けられないかという話をみどり環境局などにもしているのだが、どう

なっているか。 

金丸資源化推進担当課長：前回もご指摘いただいた箇所だと認識してい

る。電源のない場所では太陽光などを利用した防犯灯を検討していく。

関係局と協議している段階であり進展をお伝えできる状況ではない

が、引き続き取り組んでいきたい。 

麓議員：２点質問したい。ひとつは、地域防災拠点機能強化事業について。

地域防災拠点同時訓練は、今年度で３回目になるかと思うが、今年度は

どのような視点で訓練するのか。 

野村総務課長：地域防災拠点同時訓練は、５年間かけて、令和 11年度ま

でにすべての地域防災拠点に参加していただくことを目標としてい

る。昨年度は発災時に起こることを想定したシナリオを作って訓練を

したが、今年度はさらに深化させながら訓練したいと考えている。 

麓議員：地域防災拠点だけでなく、医療関係や水道下水関係などとの連携

についてはどのように考えているか。 

野村総務課長：普段の本部訓練で、警察や消防などとも連携している。連

携を広げていくことを目指していくべきだと考えている。 

麓議員：各地域防災拠点が充実した訓練をされているが、これまで課題と
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感じていたのは、地域防災拠点の機能差。底上げ支援はどうなっている

のか。 

野村総務課長：地域防災拠点ごとの習熟度の差は気になっている。例えば

上飯田小学校は長いこと訓練が実施できておらず、そのような拠点に

ついては防災担当の職員が伴走型で支援していくことが必要で、上飯

田小学校については、来年１月に訓練を再開する予定である。 

麓議員：ぜひとも支援をお願いしたい。２点目だが、学校でカスタマーハ

ラスメントが問題になっている。教育の現場でカスハラを適用してよ

いのかという議論もあったが、電話を録音したり面談時間を区切った

り具体的な取組が始まっている。保育園や幼稚園では、入口にカスハラ

防止のポスターが貼られているということだが、泉区内の保育園では

保護者の暴言等々で保育士が辞めていく事態もあるようだ。泉区役所

として事態を把握しているのか。 

谷学校連携・こども担当課長：園から相談を受けている。また、保護者に

保育園の対応について意見をいただくこともある。それらによって把

握している状況である。 

麓議員：こども青少年局とも話をしているのだが、教育委員会ほど明確な

対策方法が示されない中で日々苦労していることかと思う。こども家

庭支援課の業務になるのかはわからないが、現地で様子を見ていただ

く、お迎えの時間に園を訪問していただく、カメラの設置や録音など具

体的な対策を提案していただくなど、園を支援していただきたいと思

っているが、どのように考えているか。 

谷学校連携・こども担当課長：こども家庭支援課が直接指導するのは難し

いが、園と保護者の両方から話を聞き、こども青少年局とも連携しなが

ら対応していきたい。 

麓議員：積極的に介入していただきたい。どのような言動がカスハラにあ

たるのかを保護者にも知っていただかないと、お子さんがその園にい

る間ずっと同じ状況が続くというのはあまりよろしくないと考える。

園長先生から保護者に申し上げるといった園の対応だけではうまくい

かないこともあるかと思われるので、区役所やこども青少年局の支援

があるとよい。 

  また、40 周年記念事業の取組が本格的に始まって少しずつ盛り上が

っているが、横浜グリーンエクスポ開催地の近隣区ということで、トゥ

ンクトゥンクといっずんがコラボしているようなもので横浜グリーン
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エクスポを泉区からも盛り上げていただきたいと考えているがどう

か。 

雙田区政推進課長：40 周年記念事業のイベントのタイミングで、横浜グ

リーンエクスポの機運醸成の取組もしていきたい。40 周年記念の幟旗

を設置させていただいている駅があるが、今後、横浜グリーンエクスポ

関連の掲示も依頼したい。 

梶村議員：区民に、横浜グリーンエクスポをやってよかったと思ってもら

いたい。今まで予算の都合で実現できなかった道路交通問題の解決な

どの取組を横浜グリーンエクスポのレガシーとして残してもらいた

い。土木事務所にはすでに伝えているところだが、区民の困りごとを横

浜グリーンエクスポをきっかけに解消するなどの取組を進めてほし

い。 

藤岡区長：本市では、横浜グリーンエクスポを踏まえた取組として、横浜

市西部地域の南北の交通を充実させていくという方針を立てている。

その動脈となる環状４号線の利便性向上など、幅を持たせた将来設計

の必要がある。どのようなことができるかを含め、関係局にも話を伺い

ながら考えていきたい。 

  また、キャラクターコラボの話については、脱炭素・GREEN×EXPO推

進局が積極的に調整しているところであり、コラボが認められたら、取

り組んでいきたい。 

梶村議員：ぜひお願いしたい。泉区の小学生が横浜グリーンエクスポを見

学する際にコラボを見られたらいい。 

 

３ 横浜市都市計画マスタープラン地域別構想（区プラン）改定について 

  特になし 

 

４ 泉区内における主な事業箇所について 

梶村議員：先日の台風６号の際、浸水について大きな被害の報告はあった

か。 

小林泉土木事務所副所長：特に報告は受けていない。 

梶村議員：それはよかった。10 年ほど前は同程度の雨により浸水した場

所がかなりあったが、遊水地や雨水幹線の整備が進んだことに感謝し

たい。今後は、異常気象を想定した対策も必要になると思われるが、ど

うか。 
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小林泉土木事務所副所長：浸水対策事業は、下水道河川局が中心となり、

過去の浸水被害箇所から整備していく方針で進めている。泉区内でも

数か所残っているため整備を進めていく。また、再度災害防止という観

点だけでなく事前防災として、データをもとに浸水が予測される場所

を整備するプランが出たため、それに基づき局と連携して進めていき

たい。 

梶村議員：県管理の境川について、台風６号の影響で泉区部分の護岸が崩

れてしまい通行止めになっているかと思うが、現状と今後の予定を教

えてほしい。 

小林泉土木事務所副所長：県に確認したところ、今週から、崩壊した護岸

を土嚢で仮復旧する作業を進める予定だと聞いている。今年度中の本

復旧を目指しているようだが、本復旧が終わるまでは通行止めのよう

だ。引き続き情報共有を図りたい。 

梶村議員：境川は大きな川だ。県と連携してもらいたい。 

横山議員：２点ある。ひとつは、和泉川宮沢遊水地に接している道路につ

いて。側溝の整備などは実施していただいているが、瞬間的な豪雨に耐

えられないようで、最低でも年１回は水が溜まってしまう。バス通りで

人通りも非常に多い。隣に遊水地があるにもかかわらず水が溜まって

しまうという状況は理解しがたく、改善していただきたい。 

  もうひとつは除草について。これから梅雨の時期になるので、バス通

りや通学路のような、車両や人の動線が重なる道路の目地から生えた

雑草を、土木事務所で除草していただきたい。 

小林泉土木事務所副所長：和泉川宮沢遊水地に隣接した道路の浸水につ

いては、浸水状況や整備状況を含めて現状を確認させていただきたい。 

  除草については、毎日行っているパトロールで見つけたものは早急

に撤去するようにしているが、改めて職員の中で共有し、引き続き対応

していく。通学路に生えた実生木や雑草については、スクールゾーン協

議会でも要望があるかと思われるので、そのような要望を含め対応し

ていきたい。 

横山議員：関連した要望として、公園について述べたい。温暖化により雑

草の生える時期が早まり、植生も変わっている。セイタカアワダチソウ

や近年はクズの繁茂が著しい。公園を侵食するような勢いで茂ってい

るので、早めに対応してもらいたい。 

小林泉土木事務所副所長：区民からの要望や職員による点検などの機会
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に、できる限り対応していきたい。 

梶村議員：深谷通信所跡地の中央広場に向かう進入路を運転していると、

繁茂した草に車両の衝突防止センサーが反応する。区役所のイベント

前くらいは除草してはどうか。 

雙田区政推進課長：草刈りは区の事業で実施している。事業者と定期的に

打ち合わせをしながら、イベント前に刈るようにしたい。 

梶村議員：深谷通信所跡地の利用計画を区民とともに作るというのはよ

いが、もう少し使い勝手をよくしてもらいたい。 

中野都市整備局基地対策課担当課長：団体利用の方が定期的に草刈りを

していただいていることに感謝している。財務省横浜財務事務所は、管

理地の草刈りを年２回実施、道路沿いは年４回実施しているというこ

とだが、基地対策課からも国に対して地域の声を届けたい。 

麓議員：東日本大震災の時に発生した福島第一原発由来の土砂は、土木事

務所のコンクリートで遮蔽された場所に保管されているということだ

が、屋根はあるのか。 

小林泉土木事務所副所長：屋根はないが、震災当時、区民に側溝清掃して

いただいた際に排出された土砂は、コンクリートで被覆して土木事務

所に保管している。毎年放射線量を測って異常がないことを確認して

おり、国の動向を踏まえて最終処分の方針を決めていく。 

麓議員：話は変わるが、西田Ａ遊水池には、土砂がそのまま置かれている

状況であるが、安全管理はなされているのか。また、国の解決に向けた

動きについて知っていることはあるか。 

小林泉土木事務所副所長：西田Ａ遊水池には、雨天時に遊水池にたまった

土砂が土嚢に入れて保管されている。下水道河川局で毎年放射線量を

測定しており、基準値以下に収まっている。国の処分の方針に関する情

報はわからない。 

麓議員：心配している区民がいるので、質問があれば対応してほしい。 

 


